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令和７年度共栄大学 入学式 学長式辞 

 

新入生の皆さん、本日は誠におめでとうございます。共栄大学を代表して、皆さんのご入学を心より歓迎いたし

ます。そして、皆さんを長年にわたり温かく支えてこられたご家族や関係者の皆さまがたに対し、心よりお祝いを

申し上げます。おめでとうございます。 

また、岩谷市長をはじめとした、ご来賓の皆さま、本日はご多忙の中、ご臨席を賜り、誠にありがとうございます。

皆さまの温かいご支援と激励は、本学の発展にとって大きな力となっております。ここに深く感謝申し上げます。 

さて、これからの 4年間の大学生活を迎えるにあたり、新入生の皆さんの中には、正直、自分の将来のイメージ

がなく、それを見つけるために大学に入学した人もいるでしょう。逆に、自分の将来の目標が明確にあり、共栄大

学においてその目標を達成するために必要なものを手にいれようと考えている人もいるでしょう。 

本日はこのおめでたい席で皆さんに「大学は何をするところなのか」、「共栄大学の原点である理念 『至誠の

精神』」、そして「成長する学生の特徴」の３点についてお話しをさせていただきたいと思います。 

一つ目は「大学は何をするところなのか」についてです。大学とは、単なる学問の場所にとどまらず、皆さんが

人として成長し、社会で活躍するための準備をする重要な舞台です。大学では新しい知識を獲得するだけでなく、

新しい友人や仲間との出会い、異なる文化、価値観、信念を持つ人々と触れ合う機会などがあります。そして、多

様性を尊重し、受け入れることで、世界をより広く深く理解し、互いに尊重し合う姿勢を身につける機会が与えら

れます。すなわち、大学の４年間は皆さんの価値観や考え方を広げ、自分自身を確認する探索と自己発見の旅

でもあるわけです。また、大学は、皆さんが夢や目標を追求し、自分自身の可能性を探求する舞台でもあります。

ここでの学びは、ただ知識を増やすだけでなく、問題解決能力、コミュニケーションスキル、リーダーシップ能力な

ど、変化の激しい時代において、皆さんがご自身で情報を収集し、判断する力を養うものです。そのためには自

己管理や時間管理、目標設定など、自らの学びと生活をコントロールする力が求められます。失敗や困難もある

かもしれませんが、それらを乗り越えることで、より強く、より成熟した人間として成長することができるでしょう。新し

い挑戦や体験を通じて、自分の強みや弱みを知り、それを克服し、成長することができる環境がこの共栄大学に

はあると思います。 

二つ目は「共栄大学の原点である理念 『至誠の精神』」についてです。共栄大学の教育理念は共栄学園の建
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学の理念である「至誠一貫」を原点としています。「至誠一貫」とは、どんな時でも、どんな状況の変化の中でも、

至高の誠実さである至誠の心をもって、明るく、前向きにあらゆることを乗り越えていくことなのです。困難や試練

の時こそ、自らの価値観と信念を見つめ直し、精神的な強さと決意を示すことが求められます。至誠の精神は、正

直さ、誠実さ、そして他者への思いやりに基づいています。皆さん、至誠の精神をもって、是非、大学４年間という

貴重な時間を有効に活用してください。今日からキャンパスでは他者への思いやりをもって、誠実に、気持ちよく

「挨拶」をしましょう。きっと、相手に気持ちが伝わり、気持ちの良い「挨拶」が返ってくるはずです。「誠実に挨拶」

をすることで、気持ちが前向きになり、仲間ができ、行動を起こすことが出来るようになります。自らの可能性を信じ

て、多くのことを学び、多くの人と出会い、多くのことに挑戦してください。無駄なことなど何一つありません。後か

ら考えると、皆さんのしてきた挑戦や経験のひとつひとつに意味があり、すべてが繋がっていることがわかると思い

ます。 

三つめは「成長する学生の特徴」についてです。わたしがある有名なオリンピックのメダリストと話したときに一致

した、成長する学生の特徴についてお話しします。それは、勉強でも、スポーツでも、精神的な特性として、選手

や学生が伸びる一番大きな要因は「素直さ」だということです。そうすると素直さって頑固の反対ですかとか、イエ

スマンと何が違うのですかという質問が出てきます。少し前に、IT企業がひしめく米国のシリコンバレーで、社長を

コーチングしていた人がいました。その名前はビル・キャンベル、スティーブ・ジョブズと共にアップル帝国を築き、

グーグルを巨大企業に導き、アマゾンの苦境を救い、あらゆる成功者に慕われた伝説のリーダーで、一兆ドルコ

ーチと呼ばれていました。依頼を受けるとビルは「君はコーチを受け入れる準備があるかと」社長に質問するので

す。社長が「相手によりますね」と答えると、「君はコーチャブルではない」といって去って行くわけです。コーチャ

ブルという言葉はコーチをされる人がコーチを受け入れる能力のことです。どんなコーチに対しても、「自分はまだ

わからない事があるかもしれない、自分の知らないロジックがコーチの中にあって、言語化されていないだけかも

しれない」と言う前提に立つことです。これは頑固な固定概念を手放して、コーチングを受け入れること、自分はこ

うかもしれないと思うけれど、自分が知らないだけかも知れないと、いったんゴックンと飲みこむこと、これが素直さ

に繋がるわけです。そのあと、いろいろと感じた結果は吐き出してもいいのです。飲み込んで、経験して、吐き出

すことも成長に繋がるわけです。ところが、イエスマンは何も考えずに、ただ飲み込むので、本人は何をやってい

るのかわからずに言われた通りにただやっているので成長しないわけです。また、素直な人の特徴は相手の言う
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本質を知ろうという集中力が半端なくすごい、見た目とか偏見とかを排除してコーチの言葉の中心点をつかみに

いくわけです。成長しないわけはないと思います。特に大学での最初の 1年間は皆さんにとって、多くの知識を吸

収し、目標を見つけ、成長する大きなチャンスなのです。 

むすびに、本日は皆さんに「大学は何をするところなのか」、「共栄大学の原点である理念 『至誠の精神』」、そ

して「成長する大学生の特徴」の３点についてお話しをさせていただきました。皆さんにおかれましては、是非、素

直さと至誠の精神をもって、大学４年間という貴重な時間を有効に活用して、いろいろなことに挑戦してください。

皆さんが充実した大学生活を送り、将来に向けて輝かしい道を歩んでいけることを教職員一同、全力で支援いた

します。わからないこと、不安なことがあれば、ためらわずに教職員に相談してください。親身になって相談に乗っ

てくれるはずです。 

 

以上で私からの式辞といたします。本日はご入学、誠におめでとうございます。 

 

2025年 4月 3日 

共 栄 大 学 

学 長 平林信隆 


